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本研究より見出された知見は、 ミトコンドリア蛋白質チトクロム bより産生された MCT-2が、好中球を
効率的かつ低濃度で活性化することを発見したことである。また MCT-2がFPRL1を特異的に活性化する内
因性アゴニストであること、好中球の FPRL1特異的な細胞内情報伝達系を初めて明らかにしたことである。
さらに重要な知見は、クリプタイドを特異的に認識する受容体の存在を初めて明らかにしたことであり、こ
れにより他にも存在するクリプタイドが、生体防御反応だけでなく多くの生体調節機構に関与している可能
性が考えられるようになったことである。本研究の知見を発展させ、多くのクリプタイドを同定し、その生
体調節機能を解明することは、様々な生理作用を理解する上でますます重要になると考えられ、今後の研究
のさらなる発展が期待される。
以上のように、著者は新規好中球活性化ペプチド MCT-2の発見に加え、その受容体の伺定ならびに好中
球の細胞内情報伝達系を明らかにした独創的な研究を行い、かつ、組織傷害性炎症における好中球の制御機
構の解明やその治療法の確立に役立つ知見を開拓したと判断される。
よって、著者は博士(生物工学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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